
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

当初予算

概　算

人件費

0.20 0.20

予

算

額

前年度繰越

合計（A) 6,000

補正予算

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度

Aの

財源

1,652

 概算事業費（B（A）+C）

0

07,652 4,652 3,502

6,000 3,000

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　■ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　□ 事業を現行どおり実施

第2期森林づくり県民税活用事業において、高度な技術・総合的な視野を持つ人材の育成のための新規事業に移行する。

目標に対

する成果

の状況

事業開始時の目標としていた育成事業体数２０事業体に対し２３事業体の育成ができ、一定の成果をあげた。

高度間伐技術者育成事業体数

項目

1,8503,000

0.20

1,652
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1,850
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成果目標の達成状況

1,850

高度間伐技術者の育成

補助金・交

付金

施業プランナーの育成

実践的林業機械総合ｵﾍﾟﾚｰﾀｰの育成

効率的間伐実線・施業集約化に関する普及啓発

現状

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理

事業内容

項目 実施方法 H24事業実績

（決算） （当初）

■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 長野県森林づくり県民税活用事業

合計

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事業番号 09 02

・森林資源が成熟期を迎え、県内の木材需給率を向上させるためには、団地化による効率的施業の実施が重要であるが、施業内容を森

林所有者に提案し取りまとめる人材や低コスト間伐材生産ができる技術者が不足している。

高度間伐技術者育成事業体数：６事業体（累計２３事業体）

課・室

1,850 1,850

H24

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

達成

（単位：千円）　

Ｈ２４
H25

目標

0

H25

（当初）

Ｈ２４

目指す姿

事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名

高度間伐技術者集団育成事業費高度間伐技術者集団育成事業費高度間伐技術者集団育成事業費高度間伐技術者集団育成事業費

（（（（森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり県民税活用事業県民税活用事業県民税活用事業県民税活用事業））））

担

当

課

部局 林務部

信州の木振興課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  

施策の総合的展開

1-4 森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

19

1,850

E-mail ringyo@pref.nagano.lg.jp

1　林業再生の実現 実施期間 Ｈ２０

県下、各地域に効率的な間伐材生産を行う事業体を育成し、これを核に地域全体の間伐材生産の効率化を図る。

～


